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液 酸 爆 薬 に 就 し､て の 一 考 察

(JEZ和 253r3月 13日 安 価)

lt T

坂 本 藤 一

(瀬化成進Pq=LB)

芯L=代って相当に利川されるのではないかと云う意見-,

を迷ぺて居ろ｡その成むは兎も1lJとして上川抜髄 蛋
液腔娼IBに恥 ･ての掘怨は文ALこもあるが.その工 l二村する一考IILを述べ1:見たいと思 う｡
難件脚りはその他m 一位1肋;扱 されるので芙犀にuE (I) 榊 と伽 のEt:のPq田

用紬 た那 余')多くな いoLかしその廠 蛙Lこ政い 今までの考えでは租鵬 凱 C O王の比が 227

て脱毛三価氏はrr究性器の行方J(火は前1時 部3号) 附近でないと完全に糧yfしないとされて厨る｡任って

にて謙棚 富はhulu･J二組 の々不便はあらか監朱の漣 米紙 に議穀を放牧させた態介,拝取越JEとIRilの周



折半 7laEt8野に放いての-ケ渋 日7

Wを求めて C Otの比が r27附近になろ叩附に於
いて起はすもことが抑 であるとされて円ろo例えは

榊 とし{多く用ひられるtly域 は洲 む6L放 り
旦牧すり故玉也を瀞 より引J･Lfてト IO分暮玉出杜に
C.0,_I.27軒近に孝する｡7･7M 東をWiZL8に

て考えろ尊合は

C+02-COつ+976CAI

の反応の粗 野ち C O'-I27の比のI}I=漁火 のェ

*ルf-i,持って居ろことは当残でもろBしかし鳩

開祖として鵬 を考える抑 え小t攻 上Q)崇実烏

tDち正也にtlんだ-定立の洪讃Nz'こ何倍の紳 む実収

した時に舟大の仕都をすらカLが現災のPll皿である･
推珊 土柵 捉玉は淋 恥 領融を飽71献於まで吸収

した時は C+OだCO!+978Cntの反応と脚 .!Jこ余

籾の液爪は AZrdolとして仲川し従って別納 が沌硬

を飽鵬 まで艶歌した時に屯はするのがltLも劾卿 1
であると云i考えを姓第-rろものである｡以下この考

えに対すろ好投結果である.I
(2) 咋 散 群 段
架榊 を賓包に包ん'C漣戊を地平け ちまで吸収させ

た蛾,その拝放置資とI純】の花餅ま縄人に上って村道
されろ榊 の邸 によって聖牧する漸 tの桁軌 iB8
って広ろが煉伊東の野心 (hl_35mrZ,)に臥 t(三大

ttBH -)の如き曲現を煎して居ろE.

伽ち肝 実はbf放 りの勅 を敦牧して CO2-

127帖 にTLも三tJ(+_ト 】0分内外でもろ｡

(3) 殉 倭 宍 急

継 の砂上に於けち糊‡細 胞肝王余りnくな

攻

≠

+.T

Jp
-

; 鉄 血 吟 rJHh)へt.印ちぎ也を

講釈より引上げた両横に於いては茄-iEtiLff事

ろ雌 4)現生を丑し,脚 は故丸に屯ぎtELl.又

C0,-1:2.7軒近にても7､堤m は芳年のトS l缶に迫ぎな い｡i7i)ろlこ之を1I+¶内で

抄 い二規 めて群於せ ろに暮認 特耶 2-3分にても2

40cmは よ.)舟.I′日 管無さため之以上はは せITほ で

稚拙してE-る｡之は向卿 凸氏の水 f'

に放ける榔さにJLろ1～に殉促EE*カニ丈に蛙びろことl.･帖 に短 ろことが州頼る｡かようlこ砂上及

び冊閑棚 1こては全くAつた蛾紫を弄.し

て6･ろ｡之は淵 が註NIJこては不完全な雌 伏氏を示して磨り,又祇耶l也 にてほ

完全1=鎌畔lた鼓に近すさ.丈に缶内{･もろためそのBt
7tZとび蝕 鼓に方向性が与えられて耗煙馳

諸 しく1孟T}て折る.(4)L
a 辿 fl Ja書号 伽 坤伺 錐 謹 再

考○■]

130540)mrs2 t50 m *

3 )38 54∝l′

4I 210 3)∝〉′5 6(氾

4600*6 72

0 3ccO*7 1()=0 3
∝0■8 lSO m r

ナウ十gGJJriN'i:9 330

33CO IH〕 700 3200r

H l̀b 書坤抄出tLせ-r 書火中のZJで血tl1

2 L25 *(Ait) (り 】-7,日,

]21三位 の771m げ か 4m mの荊守に

てri;す｡(2) ZE即 imは実包tL狂Ll

とIiJl,上げたは/)ba■lrII.

(3) 書fBヰJ=その先講にすずt柑Jl廿で山
荘にjl苛に挿入ナB札連に払 ･ては7!E=策

ガの飽 ;あるが.山上のthgは 見ろにtK夢先が洩

奴を 5-6tE焚牧した切令でも群lYI状怨にては私隈遇



以上の拙双を見ろに9Zitが<旅人t上l)･jH-げtTrt筏が

IAlも火さい廿は戻して時pLlのI吉池と炎に投手の喋れは

減少して厄ろ｡印血餅 は｣_上して推池助ZIは 示すも
のでもl),a-資や即効ノJむJib-Tには光分な雑 法で
はないが少くとも洲 iZ:は暮相 手rZ伽;Riい毘大きい
▲事JL,･r-を持って蹴るこ●とを,1=し･=即ち｡付和iZl貰

千畑 にては上の鈷茶にJLろ上ilこ斗火やのみでthL火
してもq7tFIこ上ろ榊 とiJI:EW と′[:し{btろ｡

(り 兵 書 tt Jk

榊 4-f入れた広也の比丘d･qいr=め紺 の拝孔の
亨持丘の多くを占めてbqLの位件b二又って東,又肴守ゎ

先番RLj:大きいため泳斤t7)■兄も不BL刑で果樹 たま

蛸を和らことzl胡 書でも7J.

(T) -ス輔 …

袈姐 御 を榊 協 まで鼓牧してmろ甘合は健
也の軸 を荒して仲良は庄放されない.C OtI12.7
射止にては上ttは 5-8mm 的外の庄i斤を,Rして居

ろ･¢ち御 川こては CO1-I2附近Iござ圭も大きい
‡i資と荒してRtろ｡

(8) -183'C に於けち鮒 茄のti:噂

1汀廿が -IB3oC にて9.1ろgE鰍ま潮 の別劫 ｢工
卵 苛の雌 に放けろ捗誉Jに稚1.1した5'L.t1本に
'Cは -】B38に於けち河野の年搬和歌はPIJ四とならず
にそのまま川いられて11.日).文辞火tiのみに上る息爆

沈t.77われて折る.しかしE.姓の純的虫にてFiろよう

にgF火tRのんに上るなは淡lt披仕は∬の妊助 ;小さく

又廿連打仰 ま -lB3oC にてほ中IJのDE免を払する成
m甘木繁の朋 ノ)を文相してAilない.又TJt･;m野等
の -E830C の彰菅む4:けないfT骨を川いても辞火軌

が撫丸て野山のLl元lこ過した齢 ,髄11.は塀火税の

無によっ'CET元にて先lこ.･■(火盲L将 火協の火が市管に
i表すろ朋に拶拝すろためtq廿によろ榊 が行わiLな

い｡従て耗棚 はⅦ'̂河野(-)830Cの岬 を･<KfJ:
いVl竹を仙 11Jこと)を川いちか.書キ別Ir方法にて毛:

促しなければIzらない｡

(9) I_1fgLJ#に於けろu!他き頓

当地化Lb '.水ナqJ二Lb詑小の〆▲コーTFI現qaにて液桝

堤苛の紬 を蛾 し,茄t.日 野fglはすタ封aの喝綿1

32rnm)を洩稚上川 uこげて3分LJl外 (7'yコ雄めそ

の他のホtqIに申せLLirEll;にて棚 するlこ斬朋と噺
のない故加 梨ILiI..してG!ろ.山glW 三弦山公文噂Lt

で岩のiZさは小払坪でもTJZ):拙 守の上iT=雌 に吋
してもSIと阿じく蝕軌 ;ある方.血5Lの畑 は捷E]
にglろ｡EDち C O三一t2.7 齢進で'._いと憩 に書

讃しないと云i考えは必ずしも各脚 で1=い○
(10) * #
以上の王将 よりJSかナろ耗古t庄野l油 田にては漣
威力哉来■の Sd 倍の抑 土擢鵬 を生しC Ot
-I27丹比 にてx2もB,Xに近t･雌 を示して厨ろ｡
徒て砂上の殉榊 及びヘスE馳 蛙柑 上りNgiすれ
ば C Oe叫 ･27 肘近にて怨肝T'ろことir'必qtであ

ち.又印滋賀千畑 にて1.Jg火tIの与に上る良火にて

も雷℡に上ろなはとFllじ嘘肋と7[;してA-4ウ,之のみに
て弼折riLは冊 を川いなくとも耶火tiのみによる点
火にて究分であろとこ与えられる｡LbLL姓遵紬 にて
見ろヤ与に将火竣のみによる良火ICは媒Jb :小さい｡

従って_t一のと細 より榔 感を魚も効果的にl正月げ
ろには訂世に上ろ朋 u:が必中である｡又その丘蝶も

C O2-27 の比に拘氾されろことなく伊 抑山こな捉
しても冊肌l雌 的にては於 に伊7rT-ろ｡棚 方は

中位正史として考えろ4於は C+0,-CO,+976CLl
の反応の時に配火のエキル+I-を寸Sって肘ろことは勿
論であるが,1(府のFJi政の牡介は男山Q)火ささが奴%:

されろ故TllWPr的のaES山に畝叫助力は1.iつ址大のヱ+
}L･･f-を柁1.fJleせることが:l三lRである｡

許兼は上の榊 より冊m雌 にては放吟ml内に血
はするのが執狐的であろと･L･う増えを姓案するもので
ある｡

A NoteontheLlquid〔kygcnExploslvcs

ByK Sakamoto
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